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前線性降雨における鹿野川ダム・野村ダムの洪水調節効果について

平成１８年６月１５日の前線では、鹿野川ダム流域平均総雨量１４７mm（時間
最大２５mm）・野村ダム流域平均総雨量１６４㎜（時間最大２６㎜）の降雨が
あった。この洪水に対して、鹿野川ダム・野村ダムでは洪水調節を行い下流の
水位低下を図った。

平成１８年 ６月１６日
国土交通省山鳥坂ダム工事事務所
国土交通省野村ダム管理所

問い合わせ先

（鹿野川ダム）
国土交通省 山鳥坂ダム工事事務所

事業計画課
事業計画課長／大谷忠夫（内線531）
計画係長／笠井和夫（内線532）
TEL／0893-34-2350

（野村ダム）
国土交通省 野村ダム管理所
管理所長／則 勢 （内線201）
管理係長／岡田浩孝（内線332）
TEL／0894-72-1211
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流量（ｍ3/ｓ）
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６月１５日

平成１８年６月１５日(前線）における鹿野川ダムの洪水調節状況

肱川水系肱川においては、鹿野川ダムで１８８ｍ3／ｓ
　（最大流入量７４１ｍ3／ｓ→放流量５５３ｍ3／ｓ）を調節しており
約３，６００千ｍ3の洪水を貯留し、下流の水位低下に寄与した。
今回の洪水操作は、概ね２３時間で終了しました。

ダムへの最大流入時の
洪水調節量１８８m3/ｓ

約３，６００千ｍ3の
洪水をダムへ貯留

鹿野川ダム諸元（非洪水期）
　総貯水容量　 ：４８，２００千ｍ3
　洪水調節容量：　６，５００千ｍ3
  発電容量　　　：２３，３００千ｍ3
　堆砂容量　　　：１２，０００千ｍ3
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注）本資料に関する数値は速報値であるため、精査の結果変更もあり得ます。

（mm）鹿野川ダム流域平均雨量

最大流入量７４１ｍ3/ｓ
６月１５日　１５時１０頃

洪水時満水位（ＥＬ　８９．０ｍ）

６月１５日
１２時１０分頃
洪水調節開始

147



0

100

200

300

400

500

600

0
:0
0

1
:0
0

2
:0
0

3
:0
0

4
:0
0

5
:0
0

6
:0
0

7
:0
0

8
:0
0

9
:0
0

1
0
:0
0

1
1
:0
0

1
2
:0
0

1
3
:0
0

1
4
:0
0

1
5
:0
0

1
6
:0
0

1
7
:0
0

1
8
:0
0

1
9
:0
0

2
0
:0
0

2
1
:0
0

2
2
:0
0

2
3
:0
0
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６月１５日

常時満水位（ＥＬ　１６９．４ｍ）

６月１５日
１１時４０分頃
洪水調節開始

平成１８年６月１５日(前線）における
野村ダムの洪水調節状況

肱川水系肱川においては、野村ダムで４１ｍ3／ｓ
　（最大流入量４４１ｍ3／ｓ→放流量４００ｍ3／ｓ）
を調節しており、約３１８千ｍ3の洪水を貯留し、
下流の水位低下に寄与した。

ダムへの最大流入時の
洪水調節効果４１m3/ｓ

約３１８千ｍ3の
洪水をダムへ貯留

野村ダム諸元（非洪水期）
　総貯水容量　 ：１６，０００千ｍ3
　洪水調節容量：　　　８００千ｍ3
  利水容量　　　：１１，９００千ｍ3
　堆砂容量　　　：　３，３００千ｍ3
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注）本資料に関する数値は速報値であるため、精査の結果変更もあり得ます。

（mm）

最大流入量４４１ｍ3/ｓ
６月１５日　１４時００分頃

26

野村ダム流域平均雨量




